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議会だより

NO.147 ぼた山で初日の出を待つ人々、そして本年の干支お犬様はカメラに注目！
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【平成29年12月議会に提出された議案は4件・　専決処分の承認1件・選任の
同意1件です。】

一 目 で わ か る 審 議 結 果（ 賛 否 の 分 か れ た 議 案 の み ）

粕屋町老人はり、きゅう施術費支給額の減額

理  由 高齢者人口の増大に伴い利用者の増加が見込まれることや近隣市町の状況を見て、より
多くの方に利用していただくため、１回あたりの助成額の見直しを行うものです。

○ ⇒賛成　● ⇒反対
― ⇒退席　欠 ⇒欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若
　
憲
治

井
上
　
正
宏

案
浦
　
兼
敏

鞭
馬
　
直
澄

安
藤
　
和
寿

中
野
　
敏
郎

木
村
　
優
子

太
田
　
健
策

川
口
　
　
晃

田
川
　
正
治

福
永
　
善
之

小
池
　
弘
基

久
我
　
純
治

本
田
　
芳
枝

八
尋
　
源
治

山
　
秀
隆

粕屋町老人はり、きゅう施術
費支給額の減額

可
決 11 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

討
論反

対
　
田
川 

正
治 

議
員

賛
成
　
木
村 

優
子 

議
員 

☆ 議案名については分かりやすい文言に置き換えています。
☆ 議長は採決に加わりません。

（平成30年４月１日以降の施術から）

施　術　区　分

はり、きゅう 支給回数（年間）

65歳以上 1回につき　1,600円 30回以内

摘　　要 はり、きゅうを併用して行った場合は、1,600円とする

施　術　区　分

はり、きゅう 支給回数（年間）

65歳以上 1回につき　1,000円 30回以内

摘　　要 はり、きゅうを併用して行った場合は、1,000円とする

区分

区分

年齢

年齢

改正前

改正後

　

は
り
・
き
ゅ
う
の
利
用
者
が
27
年
度
１
８
２
人
、

28
年
度
２
１
５
人
と
増
え
て
い
る
の
に
、
助
成
額
を

１
６
０
０
円
か
ら
１
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と

は
、
今
後
、
年
金
が
更
に
引
下
げ
ら
れ
、
消
費
税
が

10
％
に
な
り
、
生
活
費
へ
の
負
担
が
増
え
る
も
と
で
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
は
り
・
き
ゅ

う
の
助
成
の
引
下
げ
は
、
治
療
を
差
し
控
え
た
り
、

断
念
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
町
長
は
他
町
と
比
べ
て
高
い
補
助
金
は
他
町
並
み

に
引
き
下
げ
る
考
え
で
す
が
、
他
町
よ
り
も
高
い
国

保
税
な
ど
の
税
金
は
引
き
下
げ
ず
に
、
福
祉
関
連
で

の
負
担
の
押
し
付
け
に
は
反
対
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
額
自
己
負
担
に
て
、
は
り
・
き
ゅ

う
を
受
け
て
い
る
元
気
高
齢
者
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
今
後
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

考
え
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
が
対
象
と
な
れ
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、
な
ぜ
こ
の
金
額
に
し
た
の
か
、
そ
れ

は
、
医
療
費
負
担
３
割
と
同
様
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
補
助
金
の
根
拠
を
明
確
に
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。
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国民健康保険
特別会計

補 正 額 　 　 　     3 , 0 0 0 万 円

総 　 額 　   4 4 億6 , 7 7 5 万 円

定例会　ピックアップ

予算特別委員会の主な審査内容

就学援助規則に基づく新入学児童生徒学用品費が
入学前に受けとれます。

　これまで、町立小中学校児童生徒就学援助規則に基づく
新入学児童生徒学用品費は、最短でも入学後にしか支給さ
れていませんでした。
　今回の規則改正及び平成29年度補正予算の議決により、
平成30年度新入学児童生徒は、入学前に申請を行い、支
給を受けることができるようになりました。

申請受付期間 支給月

入学

入学

（第１期支給）

以降省略

● 学校教育課

事　業　名 補正額 説明

小学校教育振興事業費 353万円
新入学児童学用品費扶助費

中学校教育振興事業費 374万円

一般会計
補 正 額 　 　 　  1 億1 , 4 7 7 万 円

総 　 額 　139 億7 , 2 4 6 万 円

改正前

改正後

平成29年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

平成30年 （以後も随時申請を受付及び定期支給）
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と　　　　　の　意見交換会
● 開催日：平成29年11月14日（火）

● 場　所：サンレイクかすや

● 主　催：粕屋町議会報告特別委員会

意見交換会の様子　総合司会：福永・久我

A班
●テーマ：�JR長者原駅への地下鉄延伸に

関して
●担当議員：司会 山脇　　書記 井上

C班
●テーマ：�待機児童対策含む子育て支援に

関して
●担当議員：司会 本田　　書記 安藤

B班
●テーマ：�高齢者の生きがいに関して
●担当議員：司会 八尋　　書記 末若

第一部の様子
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と　　　　　の　意見交換会町民 議会
　議会報告会の参加者は55名で、１部では、平成28年度決算及び平成29年度予算の報告、２部は、
町民と議員が各テーマに分れて意見交換を行いました。
　意見交換会でのご意見及び参加者のアンケートに関しては、議会で審議をさせていただきます。
　その審議内容の公表は、今後の議会だよりに掲載します。
　次回は、５月12日（土）に議会報告会を開催予定です。
　なお、町民の意見・考えを聴く『意見交換会」は継続する方向で考えています。
　みなさまのご意見をお待ちしています。

D班
●テーマ：�九大農場跡地利用に関して
●担当議員：司会 鞭馬　　書記 案浦

F班
●テーマ：�駕与丁公園内の落橋した水鳥橋

に関して
●担当議員：司会 川口　　書記 中野

E班
●テーマ：�近隣自治体との合併及び単独

市制に関して
●担当議員：司会 小池　　書記 田川

G班
●テーマ：�ふれあいバス（町内巡回バス）の

あり方に関して

●担当議員：司会 太田　　書記 木村
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委員会レポート
総
務
常
任
委
員
会

監
査
委
員
を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
監
査
委
員
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
藤
川
祐
輔
氏
が
、
平
成
30

年
２
月
11
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
、
退
任
さ
れ
ま
す
の
で
、
山
田
重
德

氏
を
監
査
委
員
に
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
と
は
…

　

粕
屋
町
の
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
町
民
や
議
会

な
ど
に
そ
の
状
況
を
報
告
す
る
の
が
主

な
職
務
で
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
２
名
の
監
査
委
員
が

こ
の
職
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
常
任
委
員
会

地
区
整
備
計
画
区
域
に
酒
殿
駅

南
地
区
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
粕
屋
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
の
準
備
が
進
む「
酒
殿
駅
南
地
区
」

が
、
地
区
整
備
計
画
区
域
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

11
月
21
日
に
老
朽
化
し
た
中

央
・
仲
原
保
育
所
を
視
察
に
い

き
ま
し
た
。

　
老
朽
化
し
た
２
園
は
雨
漏
り
や
床
の

さ
さ
く
れ
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
園
児
が
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う

よ
う
な
状
況
を
一
刻
も
早
く
改
善
す
る

た
め
、
町
長
を
は
じ
め
所
管
課
に
早
急

な
補
修
改
善
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
町
長
も
取

り
組
む
事
を
約
束
さ
れ
、
平
成
30
年
１

月
中
旬
に

は
、
床
の

さ
さ
く
れ

部
分
の
補

修
が
完
了

し
ま
し
た
。

0 50 100 200m

JR酒殿駅
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察報告

議
会
運
営
委
員
会　

  

（
平
成
29
年
10
月
23
日
～
24
日
）

●
参
加
人
数　
　
９
名（
内
訳
・
議
員
８
名
・
職
員
１
名
）

●
総
費
用　
５
３
１
，
６
３
０
円

●
視
察
及
び
研
修
先

　
①
大
阪
府
枚
方
市　
枚
方
市
役
所

　
②
大
阪
市
西
区　
　
大
阪
技
術
セ
ン
タ
ー

●
目
的
・
内
容

　
①
枚
方
市
議
会
に
お
け
る
防
災
対
策

　

 　

�　
災
害
発
生
時
で
の
処
理
事
項
に
お
い
て
明
確
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
災
害
発
生
レ
ベ
ル
に
よ
り
災
害
対
策
連
絡
協
議
会
の
設

置
→
安
否
確
認
→
情
報
収
集
→
災
害
支
援
状
況
→
判
断
→
行
動
→
散
会

ま
で
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る
議
会
の

対
応
処
置
と
し
て
の
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど

の
確
認
と
元
自
衛
官
を
起
用
し
た
行
政

に
お
け
る
災
害
対
策
の
対
応
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
②�

地
方
議
員
の
た
め
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー

研
修
を
受
講

 　
　

�　
今
後
の
対
応
と
し
て
災
害
時
議
会
連

絡
協
議
会
の
設
置
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会　

  

（
平
成
29
年
11
月
16
日
～
17
日
）

●
参
加
人
数　
　
11
名（
内
訳
・
議
員
９
名
・
職
員
２
名
）

●
総
費
用　
７
２
６
，
５
８
０
円

●
視
察
先

　
①
東
京
都
品
川
区　
品
川
区
役
所

　
②
東
京
都
世
田
谷
区　
イ
ッ
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

●
目
的
・
内
容

　

�

東
京
都
品
川
区
に
お
け
る
テ
レ
ビ
・
プ
ッ
シ
ュ
を
通
じ
て
の
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム

　
　

�　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
緊
急
な
防
災
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
、

民
間
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ
ビ
配
信
を

利
用
し
た
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

で
し
た
。
粕
屋
町
に
お
い
て
は
、

防
災
マ
ッ
プ
で
の
土
砂
災
害
危

険
区
域
・
浸
水
想
定
地
域
が
実

在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状

の
対
応
機
器
、
防
災
無
線
、
戸

別
受
信
機
な
ど
と
比
べ
実
用
性

が
高
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
　

�　

今
後
の
対
応
と
し
て
議
員
有

志
に
て
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

視
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議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

（
平
成
29
年
11
月
６
日
～
７
日
）

●
参
加
人
数　
　
７
名（
内
訳
・
議
員
６
名
・
職
員
１
名
）　

●
総
費
用　
４
３
０
，
４
０
２
円

●
視
察
先

　
高
知
県
越
知
町

●
目
的
・
内
容

　

��　
越
知
町
は
昨
年
度
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
三
位
だ
っ
た
の
で
す
が
、
先
進
地
へ
の

視
察
は
平
成
16
年
か
ら
休
止
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
な
の
に
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
頂
い
た
編
集
方
針
な
ど
の
資
料
・
視
察
に

対
す
る
応
対
で
即
座
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

��　
29
年
度
に
視
察
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
数
は
、
我
が

町
で
七
市
町
村
目
。
そ
の
受
入
れ
毎
に
、
議
長
を
は

じ
め
、
議
会
広
報
常
任
委
員
の
全
員
が
参
加
さ
れ
、

質
問
に
答
え
ら
れ
、あ
る
い
は
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

圧
巻
は
、
時
間
は
ま
だ
い
い
で
す
か
、
と
い
う
承
諾

の
も
と
に
事
前
に
読
み
こ
な
し
た
粕
屋
町
議
会
だ
よ

り
の
問
題
点
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
指
摘
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
視
察
応
対
を
七
回

も
さ
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
常

連
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。

　

�　
今
回
の
研
修
か
ら
、
い
つ
か
は
視
察
を
受
け
入
れ

る
よ
う
な
広
報
編
集
が
で
き
る
よ
う
一
歩
一
歩
研
鑽

し
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
11
月
8
日
～
9
日
）

●
参
加
人
数　
　
７
名（
内
訳
・
議
員
５
名
・
職
員
２
名
）

●
総
費
用　
３
９
５
，
３
５
３
円

●
視
察
先

　
①
大
阪
府
豊
中
市（
豊
中
市
役
所
）

　
②
京
都
市
下
京
区（
国
土
交
通
省
・
近

畿
地
方
整
備
局
・
京
都
国
道
事
務
所
）

●
目
的
・
内
容

　
　

�　
粕
屋
町
で
は
、
幹
線
道
路
と
鉄
軌
道
と
の
交
差
に
よ
り
交
通
渋
滞
が
起
き
て
お
り
、

こ
の
解
消
策
と
し
て
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
の
提
案
が
出
て
い
ま
す
。

　
①�

道
路
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
し
た
場
合
の
冠
水
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
豊
中
市
の

先
進
事
例
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
　

�　
豊
中
市
で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
冠
水
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

独
自
の
気
象
情
報
サ
ー
ビ
ス「
豊
中
市
水
防
シ
ス
テ
ム
」を
利
用
す
る
こ
と
で
、
精
度
の

高
い
雨
量
予
測
情
報
を
取
得
し
、
こ
れ
に
よ
り
事
前
に
職
員
や
業
者
を
配
置
す
る
な
ど

の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

�　
ま
た
、
道
路
冠
水
情
報
施
設（
4
か
所
・
7
基
）や
こ
の
冠
水
セ
ン
サ
ー
と
連
動
し
た

自
動
遮
断
機
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

　
②�

道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
京
都
国
道
事
務
所
の
八
条
坊
門
立
体
交
差

事
業
の
事
例
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
　

�　
昭
和
3
年
の
都
市
計
画
決
定
か
ら
平
成
21
年
9
月
の
工
事
完
成
ま
で
、
総
事
業
費
も

約
86
億
円
と
か
な
り
の
年
月
と
経
費
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

��　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
用
地
買
収
、
地
元
対
策
、
Ｊ
Ｒ
協
議
な
ど
、
困
難
な
課

題
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
根
気
よ
く
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
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町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、町政全般にわたって、町長など執行機関の考えを議
員個人として問いただすことです。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を基に掲載しております。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

井上　正宏 議員　　P10
①情報発信「広報のあり方」は

田川　正治 議員　　P11
①町立保育所等の建替えや大規模改修は
②待機児童解消のため認可保育所誘致を
③就学援助の入学準備金を入学前支給に

福永　善之 議員　　P12
①請願採択は、議会の意思だが

中野　敏郎 議員　　Ｐ13
①旧庁舎跡地の利用計画は
②県のＲＤＦ事業撤退後は

本田　芳枝 議員　　Ｐ14
①来年度の予算編成のテーマは
②届け出保育と町立幼稚園の連携を

※バラは粕屋町の町花です。

川口　晃 議員　　　Ｐ15
①町立と民営化の国援助の差は小さい
②来年度の新規採用は何名か

久我　純治 議員　　Ｐ16
①実現するのか計画道路
②待機児童対策として容積の緩和を
③横断歩道歩行者側の５秒間短縮を

案浦　兼敏 議員　　Ｐ17
①予算編成過程での情報開示を
②施設整備の優先順位を明示すべき

太田　健策 議員　　Ｐ18　
①遅延損害金について再度聞きたい
②�仲原・中央保育所の建て替えは

鞭馬　直澄 議員　　Ｐ19
①防犯対策は
②保育所幼稚園小中学校防災対策は

掲載は質問順としています。
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町
民
の
皆
様
か
ら
粕

屋
町
の
行
政
の
情
報
発

信
、
つ
ま
り
「
広
報
の

あ
り
方
が
」
弱
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
町

長
の
認
識
は
。

　

今
ま
で
の
広
報
か
す

や
に
つ
き
ま
し
て
は
、

極
端
に
言
え
ば
イ
ベ
ン

ト
の
結
果
並
び
に
行
事

の
ご
案
内
に
終
わ
っ
て

い
た
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

　

広
報
の
編
集
に
つ
き

ま
し
て
は
、
池
田
副
町

井
上

町
長

長
の
ほ
う
に
担
当
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
答
弁
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。池

田・副
町
長

　

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お

り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
も
広
報
の
あ
り
方
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
結
論
が
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

広
報
の
あ
り
方
、
広
報

力
の
強
化
、
情
報
発
信
を

隅
々
ま
で
伝
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
町
と
し
て

も
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 情

報
発
信「
広
報
の
あ
り
方
」は

因
・
町
長
／
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
弱
い
と

○�

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
料
金
補

助
支
給
規
則
に
つ
い
て

○�

粕
屋
町
ジ
ュ
二
ア
活
動
応

基
金
条
例
に
つ
い
て

その他の質問

　

粕
屋
町
の
広
報
誌
の

顔
で
あ
り
ま
す
広
報

か
す
や
の
企
画
、
取
材
、

文
書
作
成
、
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
な

体
制
で
行
な
わ
れ
て
い

る
の
か
。

杉
野
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

広
報
か
す
や
の
編
集

に
つ
き
ま
し
て
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
課
広

報
広
聴
係
り
の
ほ
う
で

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
の
体
制
は
２
名

で
す
。

井
上

井
上

　

市
制
施
行
の
準
備
や
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

の
情
報
発
信
、「
戦
略
広

報
」
と
い
い
ま
す
か
「
広

報
戦
略
」
と
い
い
ま
す
か

今
後
何
か
考
え
て
あ
る
の

か
。

副
町
長

　

現
在
の
広
報
か
す
や

の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
。

　

ま
た
市
制
を
目
指
す

段
階
で
は
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
の
マ
ス
コ
ミ
の

方
々
と
と
も
に
、
ど
う

や
っ
た
ら
粕
屋
町
の
情

井上　正宏 議員

若い方にもたくさん読んでもらいたい
広報誌と議会だより

報
発
信
を
し
て
い
く
の

か
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
町

民
だ
け
で
は
な
く
町
外

の
方
々
に
、
粕
屋
町
の

ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
粕

屋
町
に
来
た
い
、
も
し

く
は
企
業
進
出
し
た
い
、

さ
ら
に
は
粕
屋
町
の
職

員
と
し
て
応
募
し
た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
形
の
多

く
の
人
た
ち
の
粕
屋
町

フ
ァ
ン
を
つ
く
る
た
め

に
も
広
報
の
強
化
と
い

う
の
が
、
欠
か
せ
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町立保育所等の建替えや大規模改修は
因・町長/老朽化した建物は状況を見て計画を

田川　正治 議員
田
川

　

厚
生
常
任
委
員
会
で
中

央
と
仲
原
保
育
所
の
視
察

で
、
遊
技
室
や
教
室
の
雨

漏
れ
、
床
が
さ
さ
く
れ

立
っ
て
棘
が
刺
さ
る
子
供

が
続
出
す
る
被
害
、
保
育

士
が
倉
庫
で
着
替
え
た
り
、

保
育
士
と
男
性
の
ト
イ
レ

が
一
緒
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
侵
害
さ
れ
る
な
ど
、
子

供
の
ト
イ
レ
も
開
設
当
時

の
ま
ま
で
不
足
し
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
。

　

町
立
保
育
所
存
続
・
維

持
の
請
願
が
議
会
で
採
択

さ
れ
た
の
で
、
危
険
個
所

や
雨
漏
り
の
改
修
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
す
。

町
長

　

老
朽
化
し
て
い
る
の
で

民
営
化
す
る
考
え
で
す
。

　

で
す
か
ら
修
繕
と
か
す

る
よ
り
も
、
建
て
替
え
た

ほ
う
が
早
い
の
で
、
何
も

調
査
し
た
り
修
繕
と
か
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

田
川

　

私
は
こ
れ
ま
で
一
般
質

問
で
幾
度
と
な
く
提
案
し

ま
し
た
が
、
旧
ご
み
焼
却

場
の
解
体
は
国
の
事
業
債

で
あ
る
除
去
事
業
を
活
用

す
る
と
、
充
当
率
90
％
の

地
方
債
が
出
ま
す
の
で
、

解
体
し
て
跡
地
利
用
を
す

べ
き
で
す
。

安
松
・
道
路
環
境

整
備
課
長

　

国
の
地
方
債
の
除
去
事

業
で
平
成
29
年
度
よ
り
33

年
度
ま
で
の
事
業
を
す
れ

ば
90
％
の
地
方
債
で
解
体

で
き
ま
す
の
で
、
早
い
時

期
に
取
り
組
み
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
認
可
保
育
所
誘
致
を

因
・
町
長
／
新
規
の
保
育
所
の
増
設
は
全
く
考
え
に
な
い

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
を
入
学
前
支
給
に

山
野
・
学
校
教
育
課
長
／
来
年
度
か
ら
入
学
準
備
金
は
３
月
支
給
に

田
川

　

今
年
度
保
育
所
に
入
所

で
き
な
か
っ
た
2
２
９
人

の
待
機
児
童
解
消
の
た
め

に
は
、
来
年
度
に
向
け
て

人
口
増
加
の
西
小
学
校
区

に
１
０
０
人
規
模
の
民
間

保
育
所
を
誘
致
す
る
こ
と

や
、
町
立
の
幼
保
連
携
こ

ど
も
園
を
幼
稚
園
に
増
設

す
べ
き
で
す
。

　

町
立
保
育
所
2
園
を
建

て
替
え
て
待
機
児
童
解
消

を
し
た
い
の
で
、
新
規
の

保
育
園
の
増
設
は
全
く
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
幼
保
連
携
は
こ

れ
か
ら
考
え
ま
す
。

町
長

町立保育所の発表会

田
川

　

就
学
援
助
の
小
学
校
や

中
学
校
の
入
学
支
度
金
を

入
学
前
に
支
給
す
れ
ば
、

入
学
前
の
保
護
者
の
負
担

が
軽
減
で
き
ま
す
。

　

福
岡
市
や
篠
栗
町
で
も

1
月
申
請
で
3
月
支
給
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
粕
屋

町
で
も
実
施
す
べ
き
で
す
。

学
校
教
育
課
長

　

糟
屋
地
区
に
お
い
て
も

す
べ
て
の
市
町
村
に
お
い

て
30
年
度
か
ら
入
学
準
備

金
の
前
倒
し
の
支
給
を
す

る
予
定
で
あ
り
、
粕
屋
町

に
お
い
て
も
1
月
申
請
3

月
支
給
で
進
め
ま
す
。
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採択した請願の効力に関して…
　議会が請願内容に賛成であるという意思表示であるが、その願意の実現に関しては、保証
義務はない。
　しかし、議会として採択した以上、その実現については、政治的・道義的責任を負う。

福
永

　

先
の
９
月
議
会
で
は
、

公
立
保
育
所
の
存
続
を
求

め
る
住
民
請
願
が
採
択

（
賛
成
９
・
反
対
６
）
で

議
会
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
平
成
30
年
度
の

認
可
保
育
所
の
申
し
込
み

受
付
を
12
月
中
に
行
う
よ

う
で
す
。

　

申
込
者
の
中
に
は
、
入

所
後
に
運
営
主
体
が
変
わ

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

在
園
時
の
方
に
は
、
利

用
さ
れ
て
い
る
園
の
方
で

入
所
申
し
込
み
を
配
布

し
、
園
の
方
で
回
収
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
安
を
抱
え

て
お
ら
れ
る
方
に
関
し
て

は
、
役
場
の
方
で
説
明
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

福
永

　

９
月
に
請
願
に
署
名
さ

れ
た
保
護
者
の
中
に
は
、

入
所
途
中
で
の
運
営
が
変

わ
る
こ
と
に
対
す
る
不
安

材
料
を
訴
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

12
月
の
申
し
込
み
受
付

前
に
は
、
公
立
の
ま
ま
で

行
く
の
か
、
方
向
性
を
決

め
て
ほ
し
い
、
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

町
長

　

行
政
主
催
の
保
護
者
説

明
会
で
は
、
障
が
い
児
の

受
け
入
れ
が
私
立
で
は
困

難
と
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
私
立
で
も
障

が
い
児
の
受
け
入
れ
は
問

題
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

福
永

　

公
立
が
い
い
人
、
私
立

が
い
い
人
、
公
私
ど
ち
ら

で
も
い
い
人
、
と
い
う
風

に
、
選
択
権
に
関
し
て
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

公
立
が
い
い
と
い
う
人

に
対
し
て
は
、
補
助
金
に

よ
り
、
選
択
権
が
狭
ま
る

と
い
う
事
実
を
私
た
ち
は

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

請
願
採
択
は
、
議
会
の
意
思
だ
が

因
・
町
長
／
３
月
に
関
連
予
算
を
計
上
し
た
い

町
長

　

補
助
金
が
な
け
れ
ば
、

公
立
の
ま
ま
で
行
く
と
思

う
が
、
民
営
化
の
補
助
金

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
永

　

請
願
を
採
択
し
た
こ
と

に
よ
り
、
仮
に
３
月
に
民

営
化
に
関
す
る
関
連
予
算

を
計
上
し
て
も
議
会
と
し

て
否
決
の
可
能
性
が
あ
る
、

と
考
え
ま
す
。

町
長

　

３
月
に
は
、
協
議
会
の

予
算
を
計
上
す
る
予
定

で
す
。

福永　善之議員

福
永

　

物
事
を
進
め
て
い
く
に

は
、
お
互
い
が
妥
協
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

公
立
を
い
い
と
い
う
人

に
対
し
て
、
民
営
化
で
行

く
と
、
伝
え
て
も
よ
い
で

す
か
。

町
長

　

開
園
ま
で
に
は
、
３
年

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
在
園
児
の
大

半
の
方
は
、
卒
園
し
て
お

り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
説
明
す
れ

ば
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
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中
野

　

旧
庁
舎
跡
地
の
利
用
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長

　

現
在
は
商
工
会
の
駐
車

場
と
し
て
無
料
で
貸
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
旧
庁
舎
跡
地

対
策
委
員
会
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
審
議
し

ま
す
。

中
野

　

今
駐
車
場
と
し
て
使
え

な
い
中
で
の
調
査
・
計
画

が
必
要
で
は
。

町
長

　

道
路
拡
幅
工
事
完
了
ま

で
２
年
間
あ
り
ま
す
の

で
、
議
会
で
も
利
用
計
画

を
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
助
か
り
ま
す
。

中
野

　

基
本
的
に
自
治
と
い
う

こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
拠
点
に
な
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

中
野

　

県
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
撤
退

方
針
を
受
け
て
の
今
後
の

町
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

町
長

　

３
町
（
粕
屋
・
篠
栗
・

須
恵
）
で
も
志
免
・
宇
美

が
入
っ
た
５
町
で
も
今
の

と
こ
ろ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
で
や
っ
て

い
く
と
い
う
考
え
で
す
。

先
進
的
な
改
善
の
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中
野

　

旧
焼
却
場
の
跡
地
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め

近
隣
公
共
施
設
の
電
力
を

ま
か
な
う
と
い
う
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

中野　敏郎 議員

○�

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

事
業
の
助
成
金
決
定
を

公
開
で
の
審
査
に
。

その他の質問

旧庁舎跡地の利用計画は
因・町長／議会でも提案いただければ

町
長

　

名
古
屋
で
は
燃
え
る
ご

み
と
燃
や
す
ご
み
と
を
分

け
て
６
億
円
く
ら
い
電
気

代
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
や
る
な
ら
、
そ
の

よ
う
な
形
が
い
い
だ
ろ
う

と
研
修
を
受
け
た
わ
け
で

す
が
、
太
陽
光
に
関
し
て

は
今
後
調
査
研
究
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

みやま市の旧小学校運動場跡地に建設
中のバイオマスセンター

中
野

　

確
か
に
い
い
こ
と
を
云

わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
と
い
う
の
は
混
ぜ

れ
ば
た
だ
の
ゴ
ミ
に
な
っ

て
分
別
す
れ
ば
資
源
に
な

る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
う
や
っ
て
発
電
を
生

む
し
、
醗
酵
も
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

是
非
そ
う
い
う
ア
イ

デ
ア
を
調
査
さ
れ
て
く

だ
さ
い
。

県
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
撤
退
後
は

因
・
町
長
／
今
の
と
こ
ろ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
で

新輪郭が見えてきた
旧庁舎跡地
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本
田

　

平
成
30
年
度
予
算
編

成
に
お
け
る
町
長
の
主

な
方
針
は
。町

長

　

今
度
の
予
算
は
障
が

い
者
福
祉
に
重
点
を
置

き
た
い
。

　

小
学
校
や
中
学
校
の
特

別
支
援
学
級
の
状
況
を
考

本
田

　

粕
屋
町
は
届
け
出
保

育
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
ま
す
か
。

町
長

　

届
け
出
保
育
園
に
つ
き

ま
し
て
は
非
常
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

預
か
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
人
数
は
、
８
園

１
５
９
名
で
、
保
育
所
１

園
分
で
す
。本

田

　

民
営
化
に
よ
る
定
員
増

ば
か
り
で
、
届
け
出
保
育

園
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

国
は
地
域
型
小
規
模
保

育
へ
の
移
行
を
進
め
て
い

る
の
に
、
町
か
ら
の
具
体

的
な
指
示
も
な
く
、
公
募

も
な
い
。
計
画
に
も
挙

が
っ
て
い
な
い
。

　

見
通
し
の
不
透
明
さ
か

ら
不
安
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
事
業
者
の
方
も
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た

中
で
今
年
10
月
小
規
模
保

育
施
設
が
粕
屋
町
に
１
園

で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
検
証
す
る
た
め
の
町

の
流
れ
が
見
え
ま
せ
ん
が
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

待
機
児
童
が
多
い
な
か
、

地
域
型
小
規
模
保
育
施
設

な
ど
を
作
る
よ
り
老
朽
化

し
た
も
の
を
建
替
え
て
大

き
く
定
員
を
伸
ば
す
方
が

適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
積
極
的
に
小

規
模
の
誘
致
、
公
募
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
申

請
が
あ
り
要
件
が
整
っ
て

い
れ
ば
認
可
す
る
と
い
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
田

　

粕
屋
町
は
連
携
施
設
が

な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
で
す
。

　

福
岡
市
の
小
規
模
保
育

施
設
の
連
携
施
設
は
、
３

本田　芳枝 議員

届け出保育と町立幼稚園の連携を
因・町長／前向きに検討します

分
の
２
近
く
が
幼
稚
園
の

3
年
保
育
で
す
。

　

粕
屋
町
の
計
画
に
は
、
保

育
所
の
民
営
化
一
点
張
り

で
、
幼
稚
園
の
3
年
保
育
の

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

町
長

　

住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

方
向
性
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
し
て
今
の
幼
稚
園

で
対
応
で
き
て
、
待
機
児

童
が
解
消
で
き
れ
ば
、
あ

と
は
小
規
模
保
育
が
可
能

で
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
番
い

い
の
で
は
。

　

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

自然豊かな粕屋町立西幼稚園

来
年
度
の

予
算
編
成
の
テ
ー
マ
は

因
・
町
長
／
障
が
い
者
福
祉
を
重
点
に

え
る
と
、
就
学
前
の
施
設

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う

こ
と
を
非
常
に
重
要
視
し

て
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
民
営
化
に
よ

る
財
源
を
有
効
利
用
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
が
。
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来
年
度
の
新
規
採
用
は
何
名
か

池
田
・
副
町
長
／
９
名
採
用
を
考
慮
。
確
定
で
は
な
い

川
口

　

私
立
の
保
育
園
の
場

合
、
保
育
料
で
建
設
費
を

約
20
年
間
で
償
還
し
て
い

き
ま
す
。

　

私
立
の
場
合
と
同
様
に

２
千
３
０
３
万
円
を
町
立

の
場
合
も
同
金
額
出
費
し

ま
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
町
立
の

場
合
と
私
立
の
場
合
の
国

か
ら
の
援
助
の
差
は
約

９
３
０
万
円
。

　

実
際
上
、国
庫
補
助（
民

営
化
と
）
国
か
ら
の
交
付

金
（
町
立
）
の
差
に
な
り

ま
す
。

　
（
政
府
系
）
金
融
機
関

を
活
用
す
る
と
償
還
は

も
っ
と
楽
に
な
り
ま
す
。

　

町
立
と
民
営
化
の
差
は

小
さ
く
な
り
、「
私
立
の
場

川
口

　
（
広
報
か
す
や
）
12
月

号
に
載
っ
て
い
ま
す
。
条

例
で
規
定
し
て
い
る
定
員

数
が
２
３
７
名
で
、
今
、

２
１
９
名
の
職
員
で
す
。

　

定
員
よ
り
約
20
名
少
な

い
職
員
で
、
４
万
６
千
人

を
対
象
に
し
た
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
来
年
度
の
新

規
採
用
は
何
名
程
度
に
な

川口　晃 議員

町立と民営化の国援助の差は小さい
因・町長／率の高い補助金使用は行政の仕事

合
が
優
位
だ
。
優
位
だ
。」

と
声
高
に
叫
ぶ
よ
う
な
差

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
実
と
し
て
差
は
低
い

と
述
べ
て
お
き
ま
す
。

町
長

　

２
分
の
１
が
交
付
金
で

や
ら
れ
ま
す
が
、
は
っ
き

り
言
っ
て
交
付
金
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
が
、
目
に

見
え
て
、
ど
の
部
分
が

入
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り

に
く
い
。

　

反
対
に
補
助
金
に
な
る

と
12
分
の
１
で
す
。

　

３
億
５
千
万
円
の

保
育
園
で
あ
れ
ば
、

２
千
７
５
０
万
円
で
建
ち

ま
す
。
長
期
起
債
を
返
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
２
千
７
５
０
万
円
で

○�

須
恵
川
の
汚
染

問
題

その他の質問

り
ま
す
か
。副

町
長

　

職
員
が
い
ろ
ん
な
形
で

職
員
増
と
い
う
の
を
期
待

し
て
い
る
の
は
よ
く
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
９
名
の

採
用
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
確
定
し
た
数

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
最
終
的
な
段
階
で

す
。

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成28年 平成29年

普
通
会
計

一
般
行
政

議会
総務・企画
税務
農林水産
商工
土木
民生

衛生

2
39
18
5
2
15
43

15

2
40
19
5
2
16
44

17

0
1
1
0
0
1
1

2

育休代替の職員配置による増
育休代替の職員配置による増

業務増による増
業務増による増
育休代替の職員配置による
増給食センター民営化に伴
う所属変更による増

計 139 145 6 <参考>人口一万人当たり
職員数　31人

教育 51 47 -4 給食センター民営化による減

小　計 190 192 2 <参考>人口一万人当たり
職員数　41人

公
営
企
業
等
会
計

水道
下水

その他(国保・介護)

9
4
15

9
4
14

0
0
-1 派遣終了による減

小　計 28 27 -1

合　計 218
[237]

219
[237]

1
[0]

<参考>人口一万人当たり
職員数　47人

区分
部門

(注) １ 職員数は一般職に属する職員数です。
　　 ２ [　]内は、条例定数の合計です。
　　 ３ 職員数に特別職、再任用職員、臨時・嘱託職員は含みません。

部門別職員数の状況と主な増減理由(各年4月１日現在)

町立と民営化した場合の国からの助成金の差額

終
わ
る
わ
け
で
す
。

　

だ
か
ら
、
修
理
と
か

や
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
よ
り
建
て
替
え
た
方
が

早
く
な
り
ま
す
。

　

や
は
り
（
補
助
）
率
の

高
い
補
助
金
を
使
う
こ
と

は
行
政
の
仕
事
で
す
。

　

２
千
７
５
０
万
円
で
済

む
も
の
を
、
修
理
し
た
り
す

る
方
は
税
金
の
無
駄
使
い

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

(国庫補助基本額の比率を総事業費の78.98%として試算した)

図表　【保育所整備に係る町負担額】

町営保育所

民間保育園

総事業費を350,000千円とした場合の試算
(単位:千円)

町債(5/10)175,000【交付税措置】
町債(4/10)140,000
【交付税措置なし】

一般財源
(1/10)35,000

総事業費 350,000

負担

国庫補助基本額(定員　人)276,430

国庫補助(8/12)
184,286

町補助(1/12)
23,036

事業者負担(3/12)
69,108

事業者負担
73,570

町立と民営化の場合の国の助成の
差約930万円
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都市計画総括図

子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら

帰
る
と
誰
れ
か
が
迎
え
て

く
れ
る
家
庭
で
す
。

副
町
長

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間

見
直
し
の
32
年
ま
で
に

40
％
60
％
を
50
％
80
％
に

変
え
る
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

調
査
機
関
が
、
30
年
31

年
と
2
年
か
け
て
、
32
年

に
見
直
し
す
る
状
況
調
査

を
し
、
県
に
上
げ
る
形
に

な
り
ま
す
。

久
我

　

Ｊ
Ｒ
原
町
駅
前
、
ま

た
、
中
央
小
学
校
か
ら
粕

屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
県
道

６
０
７
号
線
の
横
断
歩
道

の
信
号
、
朝
夕
の
渋
滞
が

ひ
ど
く
、
生
活
道
路
と
し

て
は
大
変
不
便
で
す
。

　

横
断
歩
道
の
歩
行
者
側

を
5
秒
短
縮
で
き
な
い
の

で
す
か
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

歩
行
者
側
を
短
縮
で
き

る
の
は
、
1
〜
2
秒
だ
そ

う
で
す
。

　

交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン

な
ど
を
設
け
て
、
解
決
し

な
い
と
非
常
に
難
し
い
で

す
。

返
答
で
し
た
。

町
長

　
私
も
実
は
、
そ
の
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
非
常
に
い
い
提
案
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
協
議
に
の
せ
て
い

く
の
は
、
私
の
責
任
だ
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
と
行
政
ま
た
地
権

者
と
一
緒
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

久我　純治 議員

朝、夕、渋滞する
中央小学校横の道路

久
我

　

６
０
７
号
線
バ
イ
パ
ス

道
路
、
計
画
さ
れ
て
数
十

年
が
た
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
、
香
椎
線
、

家
も
建
て
込
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
25
メ
ー
ト
ル
下
の

地
権
者
は
困
っ
て
い
ま
す
。

　

実
現
性
が
な
い
な
ら
、

計
画
自
体
を
取
り
消
せ
な

い
の
で
す
か
。

　

県
庁
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

実
現
し
そ
う
に
な
い
と
の

久
我

　

粕
屋
町
の
人
口
が
、

1
万
数
千
人
の
こ
ろ
、
土

地
40
坪
、
建
物
24
坪
弱
、

銀
行
金
利
が
10
％
〜
11
％

の
建
売
住
宅
、
第
一
種
低

層
住
宅
で
、
建
ペ
い
率

40
％
容
積
率
60
％
で
す
。

　

里
帰
り
し
て
も
寝
る
部

屋
も
な
く
、
親
の
財
産
を

喜
ん
で
継
ぐ
こ
と
も
出
来

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
40
％
60
％
を
50
％

80
％
と
容
積
の
緩
和
で
、

3
世
帯
が
住
む
事
が
で
き
、

実
現
す
る
の
か
計
画
道
路

因
・
町
長
／
非
常
に
い
い
提
案
だ
と

思
っ
て
い
ま
す

待機児童対策として容積の緩和を
吉武・副町長／中間見直しの32年まで待って

横断歩道歩行者側の５秒間短縮を
杉野・協働のまちづくり課長／調整する事は物理的にできない
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案
浦

　

他
の
自
治
体
で
は
、

予
算
編
成
方
針
や
査
定

の
情
報
な
ど
を
開
示
し

て
い
る
事
例
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

納
税
者
で
あ
る
町
民
に

も
っ
と
予
算
な
ど
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
予
算
編
成
過
程
で

の
情
報
開
示
を
進
め
て
ほ

し
い
。

町
長

　
今
後
、
予
算
編
成
方

針
や
査
定
の
情
報
な

ど
、
で
き
る
限
り
情
報

公
開
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

池
田・副
町
長

　
様
々
な
手
段
で
の
町

民
へ
の
情
報
公
開
、
ま

た
役
場
内
で
の
情
報
公

開
も
進
め
て
い
き
た

い
。

案
浦

　

予
算
編
成
上
、
枠
配

分
対
象
経
費
と
対
象
外

経
費
と
の
違
い
は
何
か
。

　

今
後
、
配
分
枠
を
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

案
浦

　

公
共
施
設
等
整
備
費
の
優
先

順
位
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判

断
す
る
の
で
す
か
。

山
本・総
務
課
長

　
施
設
の
老
朽
化
の
度
合

い
や
補
助
金
な
ど
の
活
用

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
れ
と

公
共
と
し
て
の
責
任
、
施

設
の
持
つ
役
割
、
社
会
的

需
要
な
ど
に
よ
り
判
断
し

て
い
ま
す
。案

浦

　

平
成
28
年
11
月
策
定
の

粕
屋
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
ま

ず
個
別
計
画
を
早
急
に
策

定
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
と
連
動
し
て
公
共

施
設
の
年
次
的
な
整
備
計

画
、
公
共
施
設
整
備
基
金

案浦　兼敏議員

施
設
整
備
の
優
先
順
位
を
明
示
す
べ
き

因
・
町
長
／
整
備
の
順
番
を
情
報
開
示
し
た
い

予算編成過程での情報開示を
因・町長／できる限り情報公開を検討したい

の
造
成
と
取
り
崩
し
計
画

を
策
定
し
て
ほ
し
い
。

　

さ
ら
に
施
設
等
整
備
の

優
先
順
位
を
町
民
に
見
え

る
形
で
示
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
粕
屋
町
で
管
理
し
て
い

ま
す
施
設
が
ど
の
よ
う
な

順
番
で
整
備
さ
れ
る
の
か
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　
情
報
開
示
も
し
っ
か
り

と
行
い
ま
す
。

粕屋町公共施設等総合管理計画

平成30年度予算編成方針 今
泉・経
営
政
策
課
長

　
枠
配
分
の
対
象
は
、

義
務
的
経
費
と
政
策
的

経
費
を
除
い
た
経
常
経

費
で
す
。

　
義
務
的
経
費
は
必
要

な
金
額
を
積
上
げ
方

式
で
計
上
、
政
策
的
経

費
は
公
開
プ
レ
ゼ
ン
や

三
役
査
定
で
優
先
順
位

が
高
い
と
認
め
ら
れ
た

事
業
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
配
分
枠
の
拡
大
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
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を
出
し
て
下
さ
い
。

　

ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
結
果
、
損

害
金
の
発
生
は
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

町
長

　

遅
延
損
害
金
で
は
な
く
、
相

談
・
協
議
の
中
で
終
わ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

業
者
は
職
員
か
ら
請
求
を
し

な
さ
い
と
指
示
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。太

田

　

１
億
円
以
上
の
損
害
金
の
発

生
を
、
口
頭
だ
け
で
確
認
さ
れ

た
の
で
す
か
。町

長

　

契
約
書
も
な
く
、
お
互
い
の
事

情
聴
取
を
し
て
判
断
し
ま
し
た
。

太
田

　

仲
原
、
中
央
保
育
所
に

つ
い
て
、
突
然
町
長
は
民

営
で
建
て
替
え
た
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

町
長

　

突
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

粕
屋
町
の
民
間
は
し
っ

か
り
、
い
い
保
育
所
が
進

出
し
て
い
ま
す
。

　

12
分
1
の
持
ち
出
し
で
、

補
助
事
業
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

太
田

　

町
長
は
民
営
が
良
い
と

言
う
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー

も
民
営
で
、
い
ろ
ん
な
問

題
が
出
ま
し
た
。

　

民
営
に
無
理
に
進
め
る

の
は
、
補
助
金
の
問
題
も

は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。

　

９
千
人
の
反
対
署
名
が

あ
る
の
で
考
え
な
お
す
べ

き
で
す
。

太
田

　

工
事
中
断
か
ら
再
開
ま
で
の

費
用
と
工
事
延
長
、
開
業
遅
延

費
用
は
、
契
約
の
中
で
は
、
ど

う
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

石
山・給
食
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐

　

議
案
第
43
号
事
業
契
約
変
更

契
約
の
締
結
で
、
議
決
を
う
け

て
い
ま
す
。

遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
再
度
聞
き
た
い

因
・
町
長
／
全
協
の
中
で
問
題
解
決

太田　健策 議員

太
田

　

遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
給
食
セ

ン
タ
ー
の
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
れ

た
理
由
を
再
度
お
聞
き
し
た
い
。

町
長

　

全
員
協
議
会
の
説
明
の
中

で
、
８
千
万
円
の
廃
棄
物
処

理
費
で
工
事
を
中
止
し
て
問

題
を
解
決
す
べ
き
と
発
言
が

あ
り
、
議
員
皆
さ
ん
に
意
見

を
聞
き
、
結
果
、
町
長
に
一

任
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

太
田

　

廃
棄
物
の
処
理
費
が
増
え
た

の
は
、
工
事
ス
ト
ッ
プ
の
原
因

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

有
害
物
質
が
出
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
根
拠
と
な
る
資
料

仲原・中央保育所の建て替えは
因・町長／もう一回説明します

町
長

　

も
う
一
回
書
類
を
出
し

直
し
て
説
明
し
ま
す
。

年限すぎた仲原保育所・中央保育所

遅延損害金が発生した
給食センター
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鞭
馬

　

不
審
者
対
策
の
具
体
的

な
取
り
組
み
状
況
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

不
審
者
情
報
が
入
れ

ば
直
ち
に
青
パ
ト
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

一
定
期
間
必
要
な
場
合

は
学
校
教
育
課
と
協
議
し

て
下
校
時
間
帯
な
ど
に
集

中
的
に
走
る
よ
う
な
対
応

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
暗
い
場
所
に
は
地
元

の
区
長
さ
ん
と
協
議
を
行

い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
増
設
に
対
し

て
95
％
の
助
成
を
し
て
い

る
の
が
町
で
行
え
る
対
応

の
現
状
に
な
り
ま
す
。

鞭
馬

　

地
域
自
主
防
犯
組
織
へ

の
支
援
状
況
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
在
、
８
団
体
あ
り
ま

す
。

　

蛍
光
ベ
ス
ト
、
防
犯
ベ

ル
ト
、
キ
ャ
ッ
プ
を
一
定

数
提
供
と
活
動
時
の
保
険

の
加
入
を
負
担
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

鞭
馬

　

仲
原
小
校
区
で
保
護
者

の
方
が
自
主
防
犯
組
織

「
み
ま
も
り
た
い
」
を
立

ち
上
げ
、
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

積
極
的
に
パ
ワ
フ
ル
に
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

県
の
防
犯
協
会
連
合
会

鞭
馬

　

小
中
学
校
の
校
舎
に
は

避
難
誘
導
灯
設
置
義
務
は

な
く
設
置
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

下
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
で
暗
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

非
常
時
に
子
ど
も
を
守

る
、
人
命
を
守
る
観
点
か

ら
避
難
誘
導
灯
は
必
要
と

思
い
ま
す
。

　

町
長
の
考
え
は
。

町
長

　

夜
間
は
地
域
の
方
が
お

い
で
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
必
要
だ
ろ
う
と
思
っ
て

防犯対策は
杉野・協働のまちづくり課長／防犯カメラと

防犯燈の設置で対応

鞭馬　直澄 議員

因
・
町
長
／
前
向
き
に
消
防
署
と
も

検
討
し
ま
す

保
育
所
幼
稚
園
小
中
学
校

防
災
対
策
は

お
り
ま
す
。

　

過
去
に
大
川
小
学
校
で

体
育
館
の
上
に
水
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

非
常
時
に
備
え
て
教
室

の
２
階
３
階
に
上
が
る
こ

と
の
対
策
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

前
向
き
に
消
防
署
と
も

検
討
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

みまもりたい活動パネル

みまもりたい活動中

も
こ
う
い
う
活
動
が
犯
罪

削
減
の
一
番
大
き
な
要
因

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
強
力
な
支

援
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

犯
罪
の
少
な
い
粕
屋

町
を
目
指
し
て
取
り
組

み
強
化
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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